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研究発表要 旨

短期記憶 における色 と形の効果 に関す る研究
旺ffect◎f　CO9  『 翻醐 Pa甘覚ern ◎ n　the　Sh ◎ 『量一te『m 覦em ◎ 『y

子

美
香

昭

昌

智
友

吉

藤
中

野
会

佐
下

細
渡

MasakQ 　Sato

T（）momi 　Shimonaka

Yuka　Hosono
Yoshiaki　Watarai

大 阪市立 大学

　 　 　 〃

　 　 　 〃

Osaka　City　University
　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 〃

1．はじめに

　本研究は ，色 と形の画像 を用いた短期記憶実験か ら

短期記憶に お け る 力口齢の 影響 を明 らか に し，世代に

よ っ て記1意しやすい色と形がある の か ，あるとすれば

どの ような組み合わ せ が記憶 しや す い の かを明らかに

し，合わせて 記憶 しやすい情報提供の方法を探索する

ことによ っ て高齢社会における効果的な画像情報の有

効利用 に資するこ と を 目的と して い る 。実験 は ，記億・

保持
・
再認タスクか らなる

一連の eg　1実験，第 2実験

の 2つ の 段階的実験計画 に基 づ き行 ⊃ た 。

　　　　　　　　 第 1実験

2．実験方法

　 2 − 1．被験者へ の 視覚刺激

　視覚刺激の色と形は 厚さ ］mm の ス チ レン ボ
ー

ドを

6 つ の形 （円 ，三 角，菱形 1 五 角形 ，八角形）の型紙

（平均面積約 20cm2）に切 りぬ き 、それ ぞ れ に 6色

（白，黒 、赤，黄 1 緑 ，青）の色 紙 を貼 っ て 合計 36

個の型紙 を作成 した。また刺激呈示用台紙 には，厚さ

3mm のスチ レンボー ド（38 ×

530mりに N5 の 色紙を貼 っ た

もの を使用 した。

　 2 − 2，実 験 の タ イ ム ス ケ

　ジ ュ
ー

ルと提示刺激

　台紙   上 に 、あ らか じめパ

ターン が決 ま っ て いる色も形

も重複 しな い 6 つ の型 紙 をラ

ン ダム に置 い た も の （Fig．1）
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Fig．1．An 　example 　of 　stimulus 　used 　in 匸he　flrsz　cxpcriment ．

の手順を 1タ ス クと して ，イ ン タ
ーバルを 2分間とり

8タスクを連続 して行 っ た （Fig．2）。実験はカメラ と

ビデオ で 記録 し，正解率と記憶の 再認順序を調べ た。

また ，実験後に記億 した方法 、色 と形のイ メ ージの結

び つ き に つ い て 聞 き 取 り調査 した。

　被験者は若者群 25名　（平均年齢 2L9歳），健常高

齢者璞 25名 （平均年齢 616 歳），および軽度の 障害を

有す る 60歳 の 男性被験者 Y ．W （右脳の前頭葉，側頭

葉の 一部に脳梗塞が認め られる）で ある 。

Fig．2．　Time 　schedule 　of 　the　short −terln　memory ．

を提示 し，20秒間で 記億 して も らう。1分間台紙  を

引ぎ下 げその間被験者は待機する。1分後 ，36枚の全

型紙 を ラ ン ダムに置 い た台紙  と何
：b置かれ て いな い

台紙  を机上 に置ぎ ．記憶 した型紙 6枚を 36枚中よ

り抽出 して （記憶の 再認）台紙  に置 い て も ら う 。こ

　7　tasks

3．結果 と考察

　 3 − 1．世代に よ る記憶方法 の 違 い

　与 え られた視覚刺激を記憶する方法に世代間に違 い

が認 め られた。若者群の 609／o が刺激の中の 情報を規則
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化 （色と形の記号化 ，記億の順序な ど）したの に対 し，

規則化 した健常高齢者はわずか に 8％ であっ た 。 残 り

の 92％ は視野 に 入 る 視覚刺激の ままの画像 と して 記

憶 しよ うと した （Fig．3）。

　 3 − 2．再認結果の正解率

　 Fig．4 に示す よ うに ，若 者群 の 中で規則化 して 記憶

した被験者群の 正解率は高く （92．1％ ），一
方規則化 し

な い 被験者群 （若者群 の 400／J ）の平均正解率は 75．8％

で あ っ た。 健常高齢者群の全平均正解率は 36．4c／・ と低

く，規則性を つ く っ た被験者数名につ いても正解 率に

むすび つ い て い な い 。高齢者 は 20秒 の 短 期 記 銘 時間

内で与えら れた情報 を符号化や規則化する能力，およ

び 、記銘内容の保持能力にお い ても若者に比較 して劣

る とい う結果が得 られた 。 被験者 y ．W ．の正解率 は

健常高齢者の 平均正解率よ りもやや高い値で あ っ た 。

　 3 − 3．記憶における色 と形 の 効果

正解率デ
ー

タを分散分析した結果 1 正解率に及ぼす色 ，

形 1 被験者群それぞれの主効果が有意に認 められ ，特

に被験者群の世代による主 効果が大 き か っ た 。 また色

と形の因子 間に交互作用が ある こ とも明 らかにな ：）た。

色 と形 の 組み合わせ に お い て記 1意しやす いも の と記憶

しにくい もの があると い うことである。

　Table］は若者 と高 齢者の 彼験者群別に ，色と形 の

個々の組み合わせにお け る 95％ 信頼区間を求 め，平均

値の 差の検定か ら，短期記 1意に効果のある色と形の組

み合 わぜを ま と め た 結果である 。 こ れよ り，両被験者

群ともに記憶しやずい効果的な色 と形の 組み合わせ は

黒／丸
・
三 角で あ っ た。その 他の組み合わせにおいて

は両被験者君羊で 異 な っ た結果 が得られた。高齢者は白

／丸，赤／ 四角 ，黄／三角 ，および ，緑／ 五 角、青／

菱形
・
八角が記億 しやすく s 記憶しやすい色と形の組

み合わせは若者とは大ぎく異なっ て い る こ とが明 らか

にな っ た。なお、色と形のイ メ
ー

ジの結 びつ ぎ に関す

る 実験か ら は ，これ らの結果 を説明す る に十分な結論

は得 られなか っ た。

　記憶 の再認順序を調べ 1〜 3番目を前 半 14

〜 6番
目を後半とし，世代別に前半、後半上位 3 つ を Table2

にまとめた。色 ，形ともに多少 の違いはあるが ，再認

す る順序に 関 しては 、世代間で あまり差は 鳧 られない 。

与 した色と形の 6型 紙をラ ン ダムに置くタス ク実験 を，
一

方 ，健常高齢者群 には 、記憶の 補助と し て 台紙に 6
つ の区画と ，提示するパターン に 2種類の兢則性 を与

えたタ ス ク実験 をそ れ ぞ れ に 行 っ た。高齢者群へ の 規

則性補助とは，色または形を常 に同 じ区画に置い て提

示す る も の で あ る 。

　そ の結果 ，若者群 で は規則化した者と しなか っ た者

の比率は 50／ 50 であ っ たが平均正解 率に差は認め ら

れず平均 85％ で あ っ た 。

　健常高齢者群 にお いても規則化 した／ 規則化 しな

か っ た者の比率は 50／ 50 であ D ，規則を作
．
る補助を

与 えると高齢者で も規則化して 記憶す る被験者の 比率

が高くなり，かつ 正解率も規則 化 しな い よ り も約 20
〜 30％高く，645％ と正解率が大幅に向上 した。

4，まとめ

　若者は与え られた情報に対 し，短時間 で 1胃報内容を

規則化して記憶する情報処理能力に優れ 、記憶の保持

と再認におい て 効果的に作用する 。 高齢者群で は 規則

化処理能力の 低下とともに再認成績も低
‘
Fす るが 1 記

憶するための補助を与える こ とによ っ て再認正解率も

上昇 する。記憶 の 再認 正 解率 は 色と形の相互作用の影

響をうける。すなわち，色と形の組み合わせ に お い て

言己憶 しやすいもの と しにくいも の があ り，黒一一
丸

・
三

角は 記憶しやすい。
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　第 ］実験の結果を踏まえ，記憶の メ 力 ニ ズムを明 ら

かにするための 実験を同 じ被験者 につ い て 行 っ た。若

者群には不 定形，中間色な ど 規則化 しにくい 条件を付
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3種の メ ディ ア を用 い た色 の 印象評価

Colour　Em ◎tionag　Assessments 　wit   Three　lndependent 　Media
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1．は じめ に

　人は 色か ら様々な 印象を受 ける，そ して ，その E卩象

と人の持つ 感性表現手段 （言葉 等）とが結 びつ く こ

とにより，他人と コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が成立 し，色 の

見方 ，感 じ方に つ い て の 相違点を知る。

　また ，一
方で ，私たちの身の回 りが急速にマ ルチ メ

デ ィ ア 生活環境にな りつ つ ある中で ．カ ラ
ー

プラ ン ニ

ン グを行う上においても 1 従来の色票などによるカラ

一
プラ ン ニ ン グ に加え ，コ ン ピ ュ

ー
タを利用 したデザ

イ ン 環境 にな っ てきて い る 。 こ の ような状況下 で は 、

色と人間との 関係が複雑化 し，人 と人と の 間の 印象の

差異 ，メ デ ィ ア 間 で の 印象の差異 ，色が モ ノ が結び つ

い た場合と結びつ かな い 場合の 印象の差異など，様々

な 状況下 に お け る 人 間 の 色感覚 を認識 して おく必要が

ある。

　著者 らは、こ うい っ た問題 に 対して 「人 の 色感覚 と
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